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耳
鳴
り
は
、
外
部
に
聞
こ
え
る
音
源
が
な
い
の
に
、
自
覚
的
に
何
か
聞
こ
え

る
よ
う
な
症
状
で
す
。 

ジ
ー
ジ
ー
と
蝉
の
鳴
く
よ
う
な
音
、
あ
る
い
は
キ
ー
ン

と
い
う
よ
う
な
金
属
音
。
ま
た
、
ボ
ー
と
低
い
音
。
四
六
時
中
鳴

っ
て
い
る
人
、

何
か
に
夢
中
で
没
頭
し
て
い
る
時
は
気
に
な
ら

な
い
人
。
程
度
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

耳
鳴
り
は
、気
に
な
る
と
不
快
感
と
と
も
に
、

イ
ラ
イ
ラ
感
や
焦
燥
感
な
ど
精
神
的
な
症
状
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
治
療

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
め
ま
い
や
難

聴
を
伴
っ
て
い
る
場
合
は
早
期
受
診
が
不
可
欠

で
す
。 

耳
鳴
り
の
発
生
は
、
鼓
膜
と
耳
小
骨
周
辺
の

状
態(

湿
度
と
炎
症
度
合)

、
中
耳
の
圧
力(

耳
管

の
開
閉
状
態)

、
内
耳
リ
ン
パ
液
の
貯
留
状
態

(

量
と
炎
症
度
合)

の
三
つ
の
要
因
が
関
与
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
左
右
す
る
の
が
、

血
圧
な
ど
血
液
循
環
の
良
否
、
耳
下
リ
ン
パ
節
や
副
鼻
腔
な
ど
の
炎
症
の
有
無

で
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
単
独
で
耳
鳴
り
を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
複

雑
に
絡
ま
り
あ
っ
て
耳
鳴
り
を
発
症
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ジ
ー
ジ
ー

ジ
ー
ジ
ー

ジ
ー
ジ
ー

ジ
ー
ジ
ー
蝉蝉蝉蝉
のののの
鳴鳴鳴鳴
く
よ
う
な

く
よ
う
な

く
よ
う
な

く
よ
う
な
耳耳耳耳
鳴鳴鳴鳴
りりりり 

 

頭
痛
や
肩
こ
り
、
あ
る
い
は
動
悸
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

こ
の
よ
う
な
人

は
血
圧
の
変
動(

高
血
圧
や
低
血
圧)

や
貧
血
な
ど
血
液
の
循
環
に
問
題
が
あ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
頭
痛
や
肩
こ
り
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
こ
れ
を
解
消
し

て
く
だ
い
。
鍼
灸
治
療
は
、
血
行
を
促
進
す
る
作
用
も
あ
り
最
適
で
す
。
高
血

圧
症
で
降
圧
剤
に
よ
っ
て
血
圧
が
安
定
し
て
下
が
っ
て
い
て
も
、
ま
だ
耳
鳴
り

す
る
人
は
、
内
耳
リ
ン
パ
液
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
内
耳

へ
の
リ
ン
パ
液
の
供
給
を
増
や
し
、
蝸
牛
を
潤
し
張
り
を
増
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。 長

年
こ
の
よ
う
な
耳
鳴
り
が
慢
性
的
に
続
い
て
い
る
場
合
は
治
療
が
困
難
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
内
耳
蝸
牛
が
萎
み
硬
く
な
り
、
弾
力
性
を
失
い
、

聴
神
経
に
常
に
ノ
イ
ズ
を
発
生
さ
せ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
で
す
。 

キ
ー
ン
と
い
う

キ
ー
ン
と
い
う

キ
ー
ン
と
い
う

キ
ー
ン
と
い
う
金
属
音

金
属
音
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属
音
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音
のののの
耳
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鳴
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め
ま
い
や
吐
き
気
、
耳
が
聞
こ
え
難
く
な
っ
て
き
た
ら
、
突
発
性
難
聴
あ
る

い
は
メ
ニ
エ
ー
ル
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
耳
鼻
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
聴
神
経
や
平
衡
感
を
伝
え
る
前
庭
神
経
が
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

高
音
の
キ
ー
ン
と
い
う
耳
鳴
り
は
、
鼓
膜
と
耳
小
骨
の
潤
い
が
不
足
し
て
、

乾
燥
し
て
い
る
た
め
に
、
音
を
過
敏
に
拾
い
反
響
す
る
よ
う
な
状
態
で
発
生
し

ま
す
。
大
勢
の
人
の
中
で
の
声
が
聞
こ
え
難
く
、
さ
ら
に
周
囲
の
声
や
音
が
反

響
す
る
の
で
、
非
常
に
不
快
を
感
じ
、
精
神
的
に
も
辛
い
耳
鳴
り
で
す
。 

中
耳
炎
や
副
鼻
腔
炎
、
扁
桃
炎
な
ど
耳
鼻
の
ど
の
炎
症
を
起
こ
し
易
い
体
質

で
、
さ
ら
に
更
年
期
に
よ
る
の
ぼ
せ(

ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ)

や
、
ス
ト
レ
ス
が

多
く
心
身
の
緊
張
が
持
続
し
て
い
る
場
合
に
、
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

耳
内
の
炎
症
を
鎮
め
鼓
膜
を
潤
し
、
精
神
的
な
苦
痛
を
取
り
除
く
処
方
と
し

て
、
柴
胡
加
竜
骨
牡
蠣
湯
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
パ
節
の
炎
症
が
強
い
時
は
香
蘇

散
を
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
が
多
い
場
合
は
抑
肝
散
を
併
用
し
ま
す
。 

ボ
ー
と

ボ
ー
と

ボ
ー
と

ボ
ー
と
低低低低
いいいい
音音音音
のののの
耳
鳴
耳
鳴
耳
鳴
耳
鳴
りりりり 

 

発
熱
が
あ
り
、
耳
の
周
辺
が
痛
い
よ
う
で
し
た
ら
、
外
耳
炎
や
中
耳
炎
の
疑

病
気
対
処
術

病
気
対
処
術

病
気
対
処
術

病
気
対
処
術

《《《《耳
鳴
耳
鳴
耳
鳴
耳
鳴
りりりり
編編編編
》》》》    



光和堂の病気対処術；耳鳴り編 

 著:堀口和彦             発行:光和堂 ℡:048-625-6848           2014/03/02 

い
が
あ
り
ま
す
。
風
邪
な
ど
で
鼻
閉
時
に
、
鼻
を
強
く
か
む
こ
と
や
、
航
空
機

で
の
気
圧
の
変
動
に
さ
ら
さ
れ
て
発
症
し
ま
す
。
鼻
と
耳
を
繋
ぐ
耳
管
に
炎
症

が
拡
が
り
、
耳
管
の
開
閉
調
節
が
悪
い
の
で
す
。
風
邪
や
花
粉
症
、
ア
レ
ル
ギ

ー
性
鼻
炎
が
引
き
金
と
な
り
耳
内
に
炎
症
が
拡
が
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
ま

ず
風
邪
や
鼻
炎
な
ど
を
し
っ
か
り
治
す
こ
と
で
す
。 

低
音
の
ボ
ー
と
い
う
耳
鳴
り
は
、
鼓
膜
と
耳
小
骨
周
辺
が
湿
り
、
太
鼓
の
皮

が
弛
む
よ
う
に
音
が
上
手
に
響
か
な
い
こ
と
と
、
耳
管
の
炎
症
で
中
耳
の
内
圧

が
上
手
に
調
整
で
き
な
い
こ
と
が
原
因
で
す
。 

耳
周
辺
の
ツ
ボ

へ
の
鍼
治
療
は
、
余
分
な
水
分
を
巡
ら
し
、
耳
の
炎
症
を
取

り
ま
す
。
耳
管
開
閉
の
調
整
を
良
く
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

耳
閉
感

耳
閉
感

耳
閉
感

耳
閉
感

（（（（耳
管
開
放
症

耳
管
開
放
症

耳
管
開
放
症

耳
管
開
放
症
））））    

耳
管
が

一
時
的
に
炎
症
を
起
こ
し
、
耳
管
が
狭
窄
を
起
こ
す
場
合
は
、
風
邪

な
ど
中
耳
炎
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
耳
鳴
り
は
低
音
で
音
が
こ
も
っ
た
よ
う
に

聞
こ
え
ま
す
。 

耳
閉
感
で
も
、
慢
性
化
し
、
特
に
自
分
の
声
が
異
様
に
響
い
た
り
、
呼
吸
音

や
脈
打
つ
音
を
感
じ
た
り
す
る
場
合
は
、
耳
管
が
常
に
開
放
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
耳
管
は
、
平
常
時
は
閉
じ
て
お
り
、
嚥
下
や
あ
く
び
時
に
開
き
、

外
圧
と
耳
内
圧
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
鼓
膜
の
張
り
具
合
を
調

整
し
、
外
の
音
を
適
切
に
蝸
牛
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
。 

急
激
な
体
重
減
少
や
長
期
間
炎
症
に
さ
ら
さ
れ
て
耳
管
内
の
粘
膜
が
乾
燥
し
、

枯
れ
る
よ
う
に
皺
が
寄
り
、
閉
ま
り
が
悪
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
漢
方
や

鍼
灸
治
療
で
は
、
耳
内
と
鼻
内
を
潤
し
、
粘
膜
が
し
っ
と
り
と
弾
力
性
の
あ
る

状
態
に
戻
す
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。 

難
聴
難
聴
難
聴
難
聴
はははは
専
門
医

専
門
医

専
門
医

専
門
医
のののの
受
診
受
診
受
診
受
診
をををを 

 

難
聴
は
、
耳
鳴
り
と
同
時
に
発
生
し
、
耳
鳴
り
が
難
聴
の
原
因
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
耳
鳴
り
が
治
れ
ば
耳
の
聴
こ
え
が
良
く
な

り
、
難
聴
も
改
善
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
耳
鳴
り
と
は
関
係
な
く
、
難
聴
が
起

こ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
で
、
聴
神
経
そ
の
も
の
が
障
害

を
起
こ
し
て
い
る
場
合
は
、
残
念
な
が
ら
治
療
が
困
難
で
す
。
そ
の
時
は
、
専

門
医
を
受
診
し
、
上
手
に
補
聴
器
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 
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鳴
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ジ
ー
ジ
ー
血
行
不
良
…
釣
藤
散

・
柴
胡
桂
枝
乾
姜
湯 

キ
ー
ン
と
ス
ト
レ
ス
…
柴
胡
加
竜
骨
牡
蠣
湯

・
抑
肝
散 

ボ
ー
と
閉
塞
感
…
香
蘇
散

・
大
柴
胡
湯 

め
ま
い
・
吐
き
気

・
難
聴
…
苓
桂
朮
甘
湯

・
半
夏
白
朮
天
麻
湯 

疲
れ
易
い
・
高
齢
者
…
八
味
地
黄
丸

・
真
武
湯 

高
血
圧
…
黄
連
解
毒
湯

・
釣
藤
散 
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耳周辺リンパ流改善耳周辺リンパ流改善耳周辺リンパ流改善耳周辺リンパ流改善        

shuhei
タイプライターテキスト
後頭にある天柱と、そ
の外側指二本分にある
風池は鼻や耳に繋がっ
ています。
中指で指圧しながら、
頭をゆっくり前後に
動かします。首こりを
解し血行を良くします

shuhei
タイプライターテキスト
耳たぶの後ろの凹んだ
所にある翳風と口を
大きく開けると凹む所
にある耳門と聴会を
人差し指で押します。
口の開閉を繰り返し
指圧します。耳管を
調整します。

shuhei
タイプライターテキスト
　　　　　　　　　　　　　　耳下から首筋、
さらに鎖骨までは、リンパ節が張り巡らされて
おり、耳内の炎症抑制と潤いに深く関与してい
ます。日ごろ入浴時などにこの部位をマッサージ
して、リンパ球の流通を良くしましょう。




